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「お宝食材」に選ばれました！

美麻高原 菜の花オイル 
 
現在販売中の月刊誌『料理通信』10

月号特集「第２回全国お宝食材コン

テスト」において、寄せられた２５７品

の中から、私たちの「菜の花オイル」

が、選定品 20 品に選ばれました。審

査員からは、「ピーナッツを思わせる

ような香ばしさ。マグロの刺身にぴっ

たりでは。」「グリーンの香り。ヴィネグ

レット、ソースの仕上げに。ソテーに

も。」などのコメントをいただきました。

この研究会は、菜種オイルソムリエの認証制度をめざしての模索です。参加者には

「受講証」を発行しています。回を重ねて認定第１号を一緒にめざしましょう！ 
 

＜私たちが考える「菜種オイルソムリエ」とは＞ 

①菜種オイルの付加価値の高い使われ方を研究し、実践し、発信する人。 
②菜種オイルの生産、利用、歴史や地域性、菜の花エコプロジェクトの社会的意義等につい

て、知識を習得している人。 
③料理をはじめ、さまざまなリクエストに応えて、菜種オイルの使い方を提案できる人 
 
【講師紹介】 高野 豊 （たかの・ゆたか）さん 

1952 年、長野市生まれ。(株)高野総本店代表取締役、

(社)日本ソムリエ協会監事、（社）日本バーテンダー協会

長野支部相談役、日本酒サービス研究会酒匠研究会連

合会日本酒学講師、長野県原産地呼称管理委員会委員 

【資格】マスターソムリエ、シニアワインアドバイザー、日本

酒学講師、バーテンダー 

著書『風と土のソムリエ』（2009 年 11 月、オフィスエム） 
 

酒房 郷 

菜の花プロジェクト協力店で、日本酒やワインのこだわり

と品揃えが豊富。マスターの郷津永さんは認定ソムリエで

利き酒師。料理にあわせてさまざまなお酒を楽しませてく

れる。自然派ワインをあつく語る人。  
大町市五日町 3218 電話 0261-22-1011 

 

 

参加申込書 

ＦＡＸ：０２６１－２２－７６０１ 

お名前 
（ふりがな：                  ） 

住 所 
(〒  －   ) 
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※連絡・お問い合わせ事項 
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